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５．令和4年度以降の主な取り組みについて



5-1．大阪の現状（スタートアップのニーズ把握、大阪の課題）
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テーマ 現状・課題

資金調達 ・プレシード、シードを対象とするVC、エンジェルが不足

専門人材 ・経営人材、技術人材が不足（特に大学）

海外展開

・多くのスタートアップ企業に海外展開志向がある。
・京阪神エリア別では、大阪は「海外事業を展開中」＋「海外展開計画
あり」の比率が3地域中最も低いが、これはサービス系企業が多いのが要
因であり、約８割が何らかの形で海外事業に関わる／関わりたいと回答。
（※）
・海外展開にかかる課題として、「人」の問題は「海外事業ができる人材
がいない」「人材を雇う資金がない」が同程度のトップ。「モノ」は「海外対
応への開発・改善」、「金」は「京阪神のVCが少ない」が、「情報」は「必
要な海外情報（法規制等）がわからない」が最も多い。（※）

情報発信

・大阪・関西のポテンシャルの集約、国内外に向けた効果的な情報発
信ができていない。
・京阪神のSUエコシステムは「存在・内容を知らない」が約7割(67%)と
高く、SUの間で認知&活用度は約3割(33%)（※）
・（京阪神のSUエコシステムの）活用数は少ないが、評価は「とても満
足」「満足」が65-82%を占めている。各支援の利用者は複数を活用し
ており、実際にシステムを利用して資金調達等が成功している。（※）

グローバル拠点都市選定以降の大阪の課題

※（出所）「京阪神スタートアップ調査 アンケート調査報告書」 ジェトロ大阪本部産業連携・対日投資推進課作成
目的：京阪神スタートアップ（以下SU)の実態、海外展開に関する実情・要望、SUエコシステムコンソーシアムに関

する利用実態・要望などを把握。

課題の克服（令和４年度の取り組み）

・「起動」
→関西のリソースを結集して将来有望なシード期のス
タートアップ５者をハンズオン支援

・「ECP-KANSAI」
→「関西圏の大学から生まれた研究成果」と「起業を
目指す方々」をマッチングするプラットフォームを創設

・国アクセラレーションプログラムの効果拡大
→ 国のアクセラレーション（成長加速）プログラムへ
の京阪神スタートアップの参加促進。
→国のアクセラプログラムへの参加企業を支援するフォ
ローアップ人材を確保し、事業推進・海外展開等を支
援。

・「Startup Genome」に参画
→2024年のエコシステムランキングTop30入りをめざ
す。

・大阪スタートアップ・エコシステムのブラン
ディング
→大阪のエコシステムの見える化等に向けて、大阪の
魅力や成功事例の情報発信を行う。



5-2．令和４年度の取り組み①
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「関西圏の大学から生まれた研究成果」
と「起業を目指す方々」をマッチングするプ
ラットフォームを創設

「大学発の技術を活用
した起業・大学発の技
術を活用したスタート
アップ」と「起業に関心
はあるが具体的な
シーズがない起業家、
技術を起点とした社会
の変革に挑戦したい
起業家」とをマッチン
グし、起業を促進する
プラットフォーム

5-2．令和４年度の取り組み②
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Startup Genome グローバルスタートアップエコシステムレポート 掲載
−ナレッジ部門でトップ30にランクイン－

日本の都市の掲載は、東京、京都に次ぎ３都市目

5-3．令和４年度の取り組み③
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・カーボンニュートラル（CN）等の新技術の専門的知識等を有する人材及び資金調境強化のための人材を確保し、スタ
ートアップ等による新技術ビジネスの創出を支援する新たな仕掛けを構築する。
・CN分野を中心に大学等の有望な新技術を発掘、スピード感を持ってビジネス化支援を進め、万博での出展や実証実験
等で活躍するスタートアップを輩出（10社）する（2030年の新技術ビジネス10件の創出をめざす。）

カーボンニュートラル等新技術ビジネス創出支援事業 （事業費：30,000千円）

R４（2022）年度 R５（2023）年度 R6（2024）年度 R７（2025）年度

・専門人材による有望な研究成果等の発掘

・ビジネスプラン・プロトタイプ作成支援
・研究開発にかかる公的、民間資金の活用支援
・ビジネス人材確保支援

・大企業・VCとのマッチング

・大阪・関西万博における実証実験等実施にかかる
調整

万
博
に
お
け
る

出
展
・
実
証
実
験
等

事業概要

令和４年度の取り組み状況

①カーボンニュートラル（ＣＮ）等新技術の分野において、事業化が期待される大学等の研究成果を20件程度発掘す
る。
②CN等新技術の専門的知識等を有する人材及び資金調達のノウハウ・人脈等を持つ人材を確保する。
③CN等新技術の万博出展に向けて、実証実験場所の提供等を行っていただく連携先を探すとともに、投資、事業連携
等の支援を要請できる大企業・VCとのネットワークを構築する。

今後のスケジュール

5-４．令和４年度の取り組み④


